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各都府県漬物事業協同組合等
理　　事　　長　　　殿
　　全日本漬物協同組合連合会

　　会　長　　　野　﨑　伸　一
漬物グランプリ募集案内等の送付について
平素は、全漬連の事業運営に格段のご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、全漬連では漬物消費拡大を担うイベントとして、「漬物グランプリ２０２１」を今年度も開催することといたしました。
この度、応募用紙などを作成いたしましたので送付申し上げます。
大変多忙な中恐縮ですが、本事業の趣旨をご理解の上、「漬物グランプリ２０２１」について広く周知していただきますようよろしくお願い申し上げます。
【前回大会からの変更点】
1. 　新型コロナウィルス感染症の影響を考慮しつつ、業界内において認知されてきている漬物グランプリを継続していくことの重要性に鑑みて、今回に限り、東京ビックサイトでのホビークッキングフェアには参加せず、漬物グランプリ単体で実施することとする。
2. 　ホビークッキングフェアに参加しないことにより、一般消費者等への広報面が弱くなってしまうことに伴い、農林水産省の後援を得ることは難しいこととなるが、次年度以降に向けて、ホビークッキングフェアに参加しないのは、新型コロナウィルス感染症の影響を考慮しての今回限定のことであることを農水省に説明し、漬物グランプリ自体の開催目的が変更になったわけではないことの理解を得られるように努める。
審査部門としては、ホビークッキングフェアに参加しないことから、今回に限り、法人部門の「本漬部門」と「浅漬・キムチ部門」のみとする。（今回「個人の部」の開催は無し）
なお、グランプリ受賞商品に対しての農林水産大臣賞並びに準グランプリ商品に対しての農水省食料産業局長賞を申請するためには、エントリー数全体として１００商品以上は必要であることから、各ブロックにおいて２０商品以上のエントリ―を確保する。
審査料については、最終審査商品に限り、審査料金として、1商品につき５０００円とする。（１次審査を通過すると銀賞以上となり、銀賞以上のロゴマークが使えます。）
3. 　審査方法については、１次審査については、従前と同様、各ブロックにて実施することとする。
各ブロックでの１次審査選出商品目標数については１０品程度とする。
２次審査以降の審査方法については、ホビークッキングフェアに参加しないことに伴い、一般審査員による投票は行われないことから、昨年まで東京にて実施していた外部審査員による２次審査を、今回については、最終審査（審査員として宮尾先生他５名程度を予定）として取り扱うこととする。
なお、審査項目については、従前と同様とする。
4. 　漬物グランプリの全体日程については、３月１日までをエントリー期間とし、各ブロックによる１次審査を３月中旬（３月２０日）までに行っていただき、東京（日本食糧新聞社社屋内施設）における最終審査を４月上旬（４月９日予定）に実施のうえ、４月２１日～２３日に開催予定の「FABEX東京2021」内にて表彰式を実施する予定。
5. 　受賞商品のプロモーションについては、
1 　日本食糧新聞本紙や日本食糧新聞社消費者向けサイト「たべぷろ」と連携した記事紹介。
2 　日本食糧新聞社のネットワークによる、ニュースリリースの配信。
3 　食品業界関係者を対象とした「FABEX」（４月に東京、７月に名古屋、１０月に大阪）内で受賞商品の商品展示や試食を実施することでコンテストの告知を実施。
4 　漬物グランプリ2021「受賞作品紹介パンフレット」の発行。（FABEX等の展示会場におけるバイヤーへの配布、並びに加盟企業に対する配布。）
5 　漬物グランプリ公式WEBでの情報公開。
多数のご応募をお待ちしておりますので、ご協力の程よろしくお願いいたします。

